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へ

論

　
　
説
〕

O
人

尿

と

共
に

排
出

鷲

ら

れ
ね
星
二

に

就

て

　
（

岸
毆
）

　
上

逋
の

詰

論
に

よ

つ

て
、

私
は

吾

邦
碁
生
の

紋
自
蝶
に

未
記
録

の
一

異
釈
形

を
加
へ

る

と

共
に、

本
邦

内
地

産
已

知
の

絞
臼
蝶
を

家
の

如

く
整
理

す
る

。

　
（

一
）

モ

ン

シ

ロ

ナ

フ

翌
ミ
詠

『

毳
鳶

炉

　
（

二
）

ム

モ

ン

シ

ロ

テ

ア

怕゚

『
臼
焙

餞

ピ噂
母ヤ
§
←

象
O
一

乱
窺
縣

象

0畳

巨

震
臣
2U
’

　
へ

三
）

ナ

ツ

モ

ン

シ

ロ

テ

フ

 
憶

還
＆

邑
眺
O
周

拷

ミ
舘

皀
§
§
切
O
房
∪’

　
徇
春
生
の

紋
白
蝶
雌
に

就
て

も

調
査
す
る

考
へ

で

あ

つ

セ

が

材

●
人

尿

と

共

に

排

出

ぜ

广
り

一

〇

料
少
な

き
だ

め

中
止

し

セ
。

そ
れ

か

ら

前

記
の

絞
臼
蝶
の

分

類
に

就
い

て

は
別

に
一

稿
を

草

し
て

論
す
る

積
り

故

併
せ

御
高

讀
の

榮

を

得
ん

事

を

希
望

し
て

置
く。

へ

一

九
二
一
、

五
、

二

〇
）

．

附
言

。

　
私
は
昌
下

春
生

の

藁
鷺
に

産
ま
ぜ

れ
多

く
の

幼
蟲
怨

飼

育

し

つ

藍

そ
の

豺

化

な

待
つ

て

ゐ

る
。

や

が

て
、

此

幼
蟲
が

姿
を
か

へ

て
・

紋

白

蝶
と

し

て

現

は
れ
ろ

時

こ

そ、

上

記
の

私
の

分

類
の

正

否

が

證

嫁
立

て

ら

れ
ろ

の

で

あ

る
。

私

に
一
日

も

早
く

そ

の

時
の

來
る

事
を

待
ち

わ
び

て

ゐ

ゐ
。

れ゚

た’

ダ

ニ

に

就

て

　

人

尿
に

關

係
あ
る

グ

ニ

の

記

録
は

從
來

誠
に

尠
く、

唯
三

宅

及

凋

刻
頻．

バ ，

兩

氏
が

審
哈

ミ
竜
ぎ
§
恥

§
賢

ミ

§
忍
暴

罫
肆
臣

雲

 

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

o梟〔
箘
崔
b
戸

 
O
 ・

と
云

う

新
屬
新
種
の

ダ

ニ

を
日

本
婦
人
の

尿

迸
か

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
宀

ら

得
て

報
告
せ

ら
れ

て

居
る

だ
け

で

あ
り

ま

す
。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
｝

　

偖
て

今
回
小

生
が

人

尿
と

共

に

排
出
せ

ら

れ
た
ダ

ニ

と
し
て

記

　一

述
し

よ

う
と

す
る

動
物
は
、

前
記
ネ

ア

ロ

ハ

グ
ス

と
は

登

然
異
な

る

も

の

で

あ
り

ま
し
て

、

ハ

ダ

ニ

（

葉

蝉
）

科

日
 

旦
霞

蔓

畠
薗
鴇

の

薐
で

あ
り

ま

す・

　

　
崖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　
ハ

ダ

ニ

科
の

動
物
は

多
く

稙

物
の

葉

に

寄
生
し

て

大

害
を

す
る

　广

の

で

方
々

で

能

く

研
究
せ

ら
れ

て

居
h・
ま

す、

彼
の

襲

aoQ
唱

三
 

鐸

95
巨
ロ

σq

冨

ぎ
な

ど
の

英
名
又

は
肌

甘
昌

警
三
σ
o

の

濁

名
で

呼
は

れ

て

居
る

ダ

ニ

が

夫
れ

で

あ
り

ま
す

。

其
の

特

徴

と

す

る

所
は

（

1
）

歩

脚
末
節
に

必
で

爪

が

有
り、

且

つ
、

獨

特
な

る

粘

毛
が

爪
の

四

序

田

久

吉

兩

側
上

叉
は

中

間
上

に

生

じ
て

居
る

事

　
（

2
）

胴

部
上

面
に

四

行

に

並
ぷ

剛

毛
が

有
b、

且
つ
、

（

3
）

前
饐
部
と
後

體
部
を

分
っ

所

の

横
溝
が

多
少

顯
著

に
一

本
有
る

事

　
（

4
）

觸

鬚
が

四

節
か

ら
出

來
て

居
り、

笛

三

飭
に

は

明
か

に
一

本
の

爪
が

生
じ
て

居
て、

時

に
は

極
め

て

不
顯

著
に

な

つ

て

居
る

所
の

第
四

節
に

對
向
し

て

居

る

事
で

あ
b
ま
す。

　
此

科
に

屬
す
る

ダ

ニ

で

は、

ア

ル

ぜ ．
洛

チ

凱

及

ウ

川

ガ ー
引
産
で

ヲ

ナ

モ

・・、

屬
一

種
の

植

物

賭
§
黒

註

§
；
§
ミ
。

§
竜
舘

§
）

に

寄
生

す
る

R．
§．
§
竃
ぎ

豊
ミ
§
説
包

ミ

蓊

≦
国

旨
轟

爵
謡
口
゜。
°。
o．

が

人

畜
を
攻

撃
す
る

事
が

あ
り
、

人
に

來

セ

揚
合

に

は

劇
烈
な

皮
膚

療
痒

と
發

熱
の

原
因
に

な

る

事
（

ハ

ル

レ

ル

氏
）

パ

リ

で

諸
種
の

植
物
の

葉

に

寄
生
す
る

R、
9
『

§
ミ

鼻
搴
融

竇
置
母
。゚

『

§
亀
oN

§

図
oo

頴

が

宿
圭

植

物
の

手

入
人
を

攻

盤
し
て

頸
腕
等

に

療
痒
を

域
ぜ

し
め
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る

事
（

ア

〃

ト

ー

川

氏
）

及
び
メ

キ

シ

コ

で

或
草
本
に

寄
生
す
る

§
壁
§
逼

塾
§
ま

ミ
・・

ミ
辱

舘
へ

き
H

曷

羣
鼻
睡

が

眼
瞼
や

腋
窩
等
に

著
き

療
痒
を

域
ぜ

し
め

尋
で

赤
く

脹
れ
て

化

膿

す
る

に
至

る

事
（

ル

メ

置

ル

氏
）

が

知
れ

て

居
ま
す。

併
乍
ら

尿
に

開

係
し
て

知

ら
れ
セ

ダ

ニ

は
此

科
に

は

未
だ
一

種
も

有
り

ま
せ

ん
で

し
π

か

ら

此

報

告

で
一

新
例
を

加
へ

る

事
に

な

る

も
の

と

信
じ
ま

す
。

　
ハ

ダ

ニ

科
に

は

澤
山
の

屬
が

あ
う

ま
す
が

問

題
の
ダ

ニ

は

草
本

の

葉
叉

は

蘚
の

叢
か

ら

探

集
せ

ら
れ

髭

標
品
で

知

ら
れ

て

居
る

所

の

q、
無
『

§
ミ
ミ

苳

它。

切

舞
霧
し
｛
二
刈

驚
三
蜜
臼
¢

ζ
夛噂

団「
　

ま
≡・

緊
 

芝
∬

＜
o
ピ

bDg
。”

撃
一
〇

ヨ゚

に

入

れ
て

然
る

べ

き
も

の

で

あ

b
ま

す
。

此

屬
の

特

徴

は
（

1
）

前

體
部
の

前

端
に

四

枚
の

鱗
片
駄

突
起

及
び
（

2
）

褐
月

9
¢

噌
b9

巴

げ
。

≡

の

無
い

事

　
（

3
）

胴

部
上

面
に

在

る

所
の

剛
毛

に

鋸
齒
の

有
る

事

　
（

4
）

第
一

及
び

第
四

の

歩

脚
が

胴
部
よ

り

も
長
く

曾
）

附
飾
が

脛

節
よ
b
も

明
か

に

短
く

（

6
）

宋
端
に
一

本
の

有
齒
爪

及
び

其
の

外

側
上

に
二

基
四

本
の

尋

常
な

粘
毛

を

有
す
る

事

　
（

7
）

特
に

第
一

歩
脚
の

附

節
は

末
端
に

向
ひ

太
つ

て

居
る

事
で

あ
b
ま
す。

　
、

」

奪
藁
蕁

竃
丶

ミ
§

屬
の

既
知
の

種
は

次

の

四

つ

κ

け
で

ゐ

与

ま
す

R 、’

§
画

§
騨

峯
冨
卜
図
国

9

這
一

伺

〔

←、

巨
巴
里

喜
梦

鍔

窰
o

碁・

2
 

を
9

　

＜
o
ピ

障
Q。u
弓’

峯
評

圏｝

］
少

周一
σQ

謁
唖

　

屬
の

模
式

種
．

米
國
ル

イ

ジ

ァ

ナ

州
の

セ

ン

ト

バ

ー

ナ
ー

ド

で

ホ

イ

ワ

ト

ク

ロ

ー

バ

ー

に

居
セ

の

を
パ

1
ク

ス

氏
探

集。

軆
長
は

五

〇
〇
ミ

ク

ラ、

前

體
部
上

面
前

部
に
一

鈎
及

後
體
部
上

面
後
部

に
二

對
の

剛
毛
が

有
る

き

り

で

す
。

（

論

　

翫
VO

人

尿
と

共
に

撓
出
せ

ら

れ

れ

ダ

ニ

に

就
て

　
（

岸
田
）

　

臼
｝

ミ
蔵
（
閏ゆ

犀
自
≦

蛍
P
←

8
 

ソ

（

“

署
馬

§
ぎ
§
建

§
丶
中・

国

≦
旻
中−

　

　

冨
O
¢噛

軍
三

巴
 

ゼ
三
P

日
朔

導
＄
⇔

戸

｝

ヨ
萼゚

国

喜
o

宕・
oα

oo

‘

＜
o
ド

　

　
c曽

罫

唱

歹

き
駆

ム
2
ご

匹゚

崔｝
冑

県
評

　
巨
R−
§・

§
魁

急
毳

諱
貸

や

　

　
黜

§
。

竃
蕊

犀
。

O
即

竃
。

炉

μ

o

＝｝

髦
器
臣

潔
8
♪

蜀
尾

。
。・

d・
鉾

　

　
冒
彗凶
oP

寓
仁
陰゚

ご

く
o
广

駅

押

喝゚

獣

Qooo
°

　

　

模

式
種
よ

り

も

古
く
か

ら

知
ら
れ

て

居
ま
し

π
。

米

國
イ

ッ

リ

 
　

．
バ
融
ス ．
州
カ

ー

ボ

ン

デ
ー

遍、
で

群
の

中
か

ら
の

ー

ト

氏
が

採

集
．

　

體
長
は

六
四

〇
ミ

ク

ラ
、

幅
が

四

四

〇
ミ

ク

ラ
、

前
體

部
上

面
全

　

體
に

三

獨
及
後
髑
部
上

面
祭

體
に

亘
り
一

〇

對
の

剛

毛
が

有
b
ま

　

す
。

問
題
の

グ

ニ

と
の

區
別

點
は

顎
體
部
の

長
さ

五

幅
三

の

比

で

　

あ
り、

第
四

歩
脚
が

第
一

歩
脚
と
同

長
へ

本
文
に

斯
樣
に

記
し
て

…
　

あ
る

け
れ

共

圖
で

見
る

と

第
一

歩

脚
よ
b
も

明
か

に

短
い
）

で

あ

　

る

事
が

主
で

あ

り

ま

す
。

斯
樣
な

次

第
で

問

題
の

ダ

ニ

は

第
二

種

　

に

非
常

に

近
い

も
の

で

あ

る

け
れ

共

新
種
と

し

て

置
き

ま

す
。

　
障、．
°・

瓮

隠
暮
寒
（
（

申．

Ob

茗

甥
日

蜜
昌
Y

　

　

引
名

列
の

最
近

業
に

於
て

ガ

ズ
ス

臥

坦
二

氏

記

載
の

も
の

　

と
し
て

右
の

名
を

掲
げ
て

あ
る

が

小
生

は
原

記
載
を

手
に

す
る

事

　

が

禺
來

す、

ま
仁

N
。

9
管
巴

・

§
三

を

全

部
繰
り

出
し
て

も
右

　

様
の

種
の

出
所
を

見

出
し

得
な

か

っ

だ
の

」
此

種
だ

け
は

唯
｝

つ

　

除
外
し
て

置
き

だ

い

の

で

あ
b
ま

す、

イ

ゥ

イ

ン

グ

及
力
．

矛

ス

｝

　

リ

ゴ

兩

氏
に

對
し
て

後
日

問
合

は
せ

セ

上

更
に

本
誌
上

に

於
て

紹

　

介
を
し

責
任

を
明
か

に

す
る

心

算
で

居
ま
す、

但

し
本
種
が

尿

と

　

闘

係
の

無
い

種
で

あ
る

事
は

今

日

明
か

で

あ
り

ま

す
。

　
R
げ

無

母〜
ミ

出゚

国呷

靨

耄
崋
9
岡

旨一

角
目

cFd

°
QD°

2
畧

す
一

ピ

寓
靂
二

一
一
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（

諭

　

　
説
）

　
0
人
尿

と

共
に

排
餾
ぜ

ら
れ

旗
ダ

ニ

に

就
て

　
（

岸
田
）

≦
塁

巨
蔭
§
レ

N

。
胃

ゆ
¢

モ
や

Oc
。

γ
 

呂
L．
尸

一

譲

b、
奮゚
G 。

ρ

雲）
し鹽

　

米
國
ア

イ

ダ

ホ

州
で

小
麥
に

著
し
い

害
を

し
た

も

の

で
、

命
名

考
イ

ウ

イ
ン

グ

氏
へ

標
品
を
迭
つ

た

の

は

ヴ
ェ

ー
−

列
ラ

ン ．
純

氏
で

あ
り

ま

し
控

。

體
長
は

大

約
五

〇

〇
ミ

ク

ラ
、

幅
が

約
三

〇
〇
ミ

ク

ラ
、

胸

部
に

は

明
か

に

胴
淺…
が

あ
つ

て

前

體
部
上

面

に

は

突
起

上
に

立

だ

ざ
る

所
の

附

對
の

剛
毛
を

生
じ

て

居
ま
す、

普

逋
の

種

類
よ

り

多
い
一

對
と
云

う
も
の

は

脹
の

前
に

在
る

の

で

す
．

第
一

歩
脚
は

最
長
く、

第
四

歩

脚
之

に

次
ぎ、

第
二

歩
脚
は

面
白
い

事

に

は

最

短
い

と
云

う

こ

と
で

す
。

原
記

載
に

第
一

歩
脚
の

附
飾「
は

脛

節
と

略
同

長
の

樣
に

書
い

て

あ
る

け

れ

共

カ

メ

ラ

ド

ロ

ー

イ

ン

グ

と
こ

と
わ

つ

て

あ

る

圖
を
み

る

と
附
A
脛
な

る

事
は

明
か

で

め

b
ま

す。

　

　
　

§
ミ
§
暮
ミ、
§

欝
ぴ

ミ
§
ミ
ミ
】

（國
［
（

羅
H｛

募
B°
°・

｝）’

　

　
　

　
　

　

　

（

已

窪
蔚

豁

σQ

霞
霧
一

ー
恥

）°

　
瞭。
市
一
゜

曷
。

已
巴
ρ

q
。

磊
笙

7・
δ

譁

菩
o
ロ
什

心DO

試
：
pQ

°。’

　

衷
αq・

卜D．

ピ、
 

鬘
量
げ
o

身噂

奉
ご

爵
』

く
幽

。

彡

書
o

葺
¢

Q
酔

巨
窃゚

　
勾

曝
じ。・

蛸
 

誉
巴
 

殺
茜
ぽ

巴
。

≦
・

〜

鋒
og

り
O

汁

巨
゜
ω゜

　
曷

置

這・

国

巳
。
h

爵
 

鈩
の

見
σq

霹
｝
 

αq．

鐔

ビ
】

；
o

塾
巴

゜
一

鬘
メ

　

　
　

　
　
酔

げ幽

哩
鐔
6
謬
廿

げ

臥

廣゚

　

自
序
。

8
霞
窃

話
話

日

巴
 

琶
什｝

二｝
峯

ぎ
ぢ
。

夢
創

霽

註
＝

等

碧
嘔

同

尠

ゴ
の

隔
同

9
冒
冒

夢
 

｝
益
。

5、
冨

9
夢
 

着

窪
。

7

　

　
　

　
イ

プ

　
ホ
　

ロ

じ
タ

　

基

本
標
口

叩

は

大

正

十
年
五

目
四

日
、

東
京
府
下

北

豊

島
郡

菓
鴨

町
に

於
て、

小
生
の

友
人
で

醸
造
化
學
の

研
究
を
以
て

職
業

と
し

て

居
る

當
年

甫
て

三

十
一

歳
の

男
子
が
、

其
人
の

尿
の

中
か

ら

採

一
二

　

集
せ

ら
れ

た

残
體
の

雌
で

あ

り

ま
し

て
、

熱
湯
で

殺

し
た

後
數
日

　

間
六

〇
％

位
の

酒

精
に

保
存

し
、

次

に

蒸

溜
水

中
で

酒
精
を

抽
去

　

b
ベ

ル

レ

セ

氏
液
で
一

時
プ

レ

パ

ラ

！

ト

と
し
て

本
研
究
の

主

要

　

部
分
を

終
つ

だ

上、

再
び

蒸

溜
水
中
に

輸

し
て

ベ

ル

レ

も

氏
液

を

　

抽
去

り、

最
後
に

普
通
の

方

法
で

ク

ロ

！

ブ

油
を

經
て

キ

シ

ロ

ー

一
　

川

バ

ル

サ
ム

貼
著
の

永

久
標
品

に

し
た

も

a
で、

目

下
小

生
の

標

　

品
彙
の

中
に

在
ら

ま

す
。

〔

標
品
の

製

作

法
に

就
て

は

本
誌

第
三

…
　

三

卷
　
二

五

九
−

二

六
二

頁
を

參
照
の

こ

と

に

願
ひ

ま

す
〕

。

…
　

　

測

定

　
體
の

全
長
大

約
四

二

〇
ミ

ク

ラ
、

最
大

の

幅
約
三

〇

〇

一
　
、、、

ク

ラ
、

歩
脚
の

長
さ

は

基

篩
か

ら

蹐

節
の

爪

の

基

部
ま
で

測
つ

　
　

て

み

る

と

大

約

第
一

甥
の

者
が
一

二

〇
〇
ミ

ク

ラ
、

第
二

對
の

も

一
　

の

が

六

五

〇
、、、

ク

ラ
、

第
三

野
の

も
の

が

七

五

〇
ミ

ク

ラ
、

第
四

對

 
　

の

者
が
一

〇
〇
〇
ミ

ク

ラ
。

　

　

色

彩

　
生
時
は

濃
赤
色
、

但、

附

屬
肢
は

畿
分

淡
色
で

あ
b
ま

｝
　

す
。

一
　

　

形

腴
　
鱧
は

顎
體

部
と
胴

部
か

ら

出
來
て

居
り、

胴

部
は

更
に

｝
　

あ
ま
b
深
ー
な

い

所
の

洞

溝
に

依
つ

て

前

體
部
と

後
饐
部
に

分
だ

　

れ

て

居
ま

す。

體
の

皮
膚
は

（

圖
で

は

複
雜
に

な

る
一

方

故

後
體

　

部
の

方
は

駱

し
て

あ

り

ま
す

が
）

こ

ま
か

に

條
線

を
表
は

し
て

居

　

り

ま

す
。

　

　

顎
體

部

9
曜

堕

箪

5
乙
ロ

邑

上

面
即
ち
口

上
片
叉

は
ヒ

顎
板
と

呼

　

ぶ

部

分
は

五

角

献

卵

形

で

長
さ

は
幅
の

大

約
一
・
五

倍
あ

り

ま

　

す、

其

の

後

部
は

前
體
部
の

前

部
に

被
は

れ
て

居

ま
す

。

顎
醴
部

　

の

上

面

及
之
に

近
い

部
分
の

内

部
に

は

長
い

柱
默
の

上

顎
へ

（

ぎ
爭

、

N 工工
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2．1 ．

黒 、・ 　 　 ノ

＼ ， ，
． 　 ／

鏘
　 〃 　 　 　 　 　 、

影
ダ’

　

　
」

4
ノ

　

ド

　

　

　

　

　

　

　

臥、、

》
飛

（

論

　

　
説
）

○

人
尿

と

共
に

排
出

ぜ

ら
れ
驚

ダ
ニ

に

就
て

　
（

岸
田
）

一
／

レ
＼墾

　

　

　

　

　

h

論

由

3．4．

圖 　　 　 　解

　 　　　 　　 　 ル 〃 ρπ 〃轟 rπ α hibe」
幽
Cttia （し

1． 杢 　　形 　（1．而 か ら 見 t：所 ）

3　 右 闘 面 　tt
’
；胴 部 丿

　　略 字解　pn ，爪　　　　th ・粘性 の 毛

「
．Kl：

，H ］ i ム ，
1
皿 ，　bP −
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（

諭

　

　
詭
）

　
0
人
尿

と

共
に

排
出
ぜ

ら
れ

允

ダ
ニ

に

就
て

　
（

岸
田
）

ぎ

茸
江

落
覧
。

ε

が

あ

り

ま

す
、

此

者
は

唯
一

篩
丈
け
か

ら
成

立
つ

て

居
b、

頗
る

可
撓

性
で

屈
伸
自
在、

生
物

體
の

組

織
を

螫

す
の

に

適
し
て

居
ま
す
。

顎
體

部
の

下

面
は

牛

圓

状
の

三

角
形

で
、

頂

點
は

前
方

を

指
し、

口

下

片
の

樣
に

突

出
し

て

居
ま

す
。

主

部
の

各
側
に

二

本
宛

及
口

下

片
部
の

前

縁
に

四

本、

稍
後

方
に
二

本
の

毛
を

生
じ
て

居
り

ま

す
。

　

顎
體
部
の

上
面

近
く
の

大

體
中

央

部
に

は

襟

部

氣

管
广
Oo

＝

弩

霞

零
げ
Φ

と

が

あ

り

ま

す．

此

者
は
一

名
周

位
氣
管

烏
 

暮
目

Φ

髯
。）
と

も
呼

ぱ
軸

る

も
の

で

あ
り

ま
す
が

、

體
の

中

線
近
く

に

於
て

接

著

し
た
一

野
の

第
一

氣

室
を

作

り
、

咽
蹟

の

兩

側
を

傳
う
ほ

そ

い

管

に

連
な

り
、

咽
頭
の

後

外
方

に

在
る

長
い

一

野
の

第
二

氣
室
に

績

「
き
ま

す
。

第
二

氣
室
か

ら

後

方
に

穃
太
い

管
が

出
て

居
り
、

其

後

端
か

ら
束
の

様
に

な
つ

て

全

身
へ

行
ぐ

氣

管
が

發

射
し
て

居

ま

す
。

襟
部
氣
管
の

遊
離

端
に

は

氣
門
樣
の

開
口

に

は

見
ら
れ

ま
せ

ぬ
、

但

し、

普

逋
の

ハ

グ

ニ

角
ミ
、

§
塞

ぎ
鱗

）

に

於
て

肯
定
的

に

考
へ

ら

れ
て

居
る

様
に

第
一

氣
室

の

前
上
方
に

は
（

〕

5
。。

Φ

創
。・μ
壽
昌

蘯

が

有

り

ま
す

。

序
に

唾
腺

は
一

羇
め

る

だ

け
で

其

の

所

在
は

第
二

氣
室
の

外
前

部
に

當
b
ま

す
。

　

觸
鬚
は

四

節
か

ら
出

來
て

居
り、

第

四

節
は

所
謂
「

拇

指
猷

節
」

で

あ

つ

て

第
三

飭
の

内

側
に

突
出

し
て

居
ま
す

。

第
四

節
に

は

七
　｛

本
の

域
覺

毛
が

在
り

ま
す

。

第
三

節
の

末

端
は

長
く
延

び

て

僅
か

に

曲
つ

た

爪
と

な

つ

て

居
ま
す、

此

者
は

第
四

節
よ
り

も

幾
分
短

く
あ

り

ま

す
。

　
前
饐

部
＝

、

擁

o

雰
3
。。【）
ご回
爭

）

上

面

に
は

二

列
に

亠

ハ

本
の

例

獣
剛

毛

「

四

が

生
じ
て

居
り、

其
内
二

本
は

顎
體

部
上

面
の

兩
側
隅
近
く
の

後

上

方

に

位
置

し
、

殘
餘
の

四

本
は

洞
溝
（

ゆ
o

身
o

§
馨
覧

9
δ
5

）

に

近
く
立

つ

て

居
b
、

中
の
二

本
は

外
の

二

本
よ

り
も

明
か

に

長
く

あ

b
ま
す

。

此
前

方
の

二

本
と

後
列
の

中
二

本
の

剛

毛
と

を
包

擁

す
る

大

體
梯

形
の

背
甲

が

あ

り

ま

す
。

　

眼
の

輪
廓
は
二

封

分、

後

列
の

例

欺
剛

毛
の

中

外
爾

者
間
に

明

か

に

認
め

ら
れ

ま
す
が

隆
起

の

度
も

尠
く
且
つ

普

逋
の

ハ

ダ

ニ

に

見
ら
れ

る

樣
な

多

數
の

桿
状
體

（
菊
げ
騨
ご
臼
O
目

卩
 
oα

）

を
認
め

る

事
が

出
來

ま
せ

ぬ
、

標
品
の

薪
し
い

問
に

は

明
か

に

色
素
粒
を

認
め

得

ま
し

た
。

前
體

部
下

面
に

は

第
一

第
二

兩

歩
脚
の

基

節
か

ら
出
來

て

居
る

所
の
一

對
の

基
節
板
（

Oo

図

巴

自
 

覧
蓐
霞
巴

茗
畧
Φ
。・

）

が

在

り

ま
す

。

　

後

體
部
（

出

甥
酔

霞
蕷
o

ヨ
暫

）

上

面
に

は

前

體
部
同

樣
の

朋

賦
剛
毛

が

二

十
本
在
つ

て
、

．

長
い

十
六

本
は

縱
に

四

行、

横
に

見
れ

ば
四

列
に

並

ん
で

居
り

、

殘
り

の

短
い

四

本
は

第
一

列
の

兩
側

と
第
四

列
の

後

方
に

位

置
し
て

居
ま

す
。

後

體

部
下

面
に

は

第
三

第
四
兩

歩

脚
の

基

節
か

ら

出
來
て

居
る

所
の

大

き
な
一

鬢
の

基
節

板
と

後

方
に
二

個
の

簡
單
な

孔
が

見
ら

れ

ま

す
。

前
の

孔
は

横
位
に

な

つ

て

居

ま
す

が

之

は

雌
性
生

殖

門
で

あ
り

、

後
の

孔

は
「

所
謂
肛

門
」

で

縱
位
に

な

つ

て

居
り

殆

ど
體
の

後
端
に

接
著
し
て

居
り

ま
す、

　

前
軆

部
及

後
饐
部
共

下

面
に

極
め

て

少

數
の

毛
を

有

し
て

居
ま

す

け
れ

共

凡
ぺ

て

單
純
な

普
逋
の

毛
で

あ
b
ま
す

。

　

歩
脚
は

皆

長
く

あ
つ

て
、

何
れ

も

邁
か

に

體
の

全
長

を
超

え
て

居
り

ま

す
。

基

節
だ

け
を

考
に

入

れ
な

い

で

も

第
一
、

第
四

兩

釁
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の

歩
脚
は

體
の

二

倍
叉

は

其

れ
以

上
あ

う

ま

す
し、

最
も

短
い

第

二

對
の

で

も
明
か

に

體
の

全

長
を

超
え

て

居
ま

す
。

各

歩
脚
の

長

さ

の

順

位
は

第
一
、

第
四、

第
三、

第
二

で

あ
つ

て
、

第
四

は

第

｝

よ

り

僅
か

に

短
く、

第
二

は

第
三

よ

り

僅
か

に

鋭
い

だ
け

で

あ

b
ま

す
．

併
し

第
二
、

第
三

は

第
一
、

第
四
に

比

較

す
れ

ば

及
び

も
付
か

ぬ

程
に

短
く

あ
り

ま

す
。

何
れ
の

歩

脚
も

本
種
で

は

六

節

か

ら

出
來
て

居
り、

其
の

O
『

器
8
多

越

表 定 渕 の 節 二 脛 腿

1v111H1 瓠
三

〇

〇

二

〇

〇

二

CIO
四
二

〇

腿

三

五

〇

二

五

〇

天
○

四

＿二
〇

脛

　
　

　
は

分
類
上

重

要
と

思
は

れ

ぬ

が

性

質
だ
け

添

記
す
る

と

す
べ

て

單
純
な

普

通
の

毛
ば

か

り

で

め
り

ま
す。

節
の

名
は

基

節、

轉
節、

腿

飯、

膝

節、

脛

節．

附

節
と
呼
び

ま
す。

其

内
、

腿、

脛
二

節
の

測
定
（

單

位
ミ

ク

ロ

ン

）

を
大

約
乍

ら
上

掲
の

表
に

示

し
ま

す。

附

働
は

宋
端

に

退

化
し

て

居
な

い

所
の

爪
唯

一

本

を
有

し、

其
爪

に

多
數
の

毛
歌
齒

を
生

じ
て

居
b
ま
す

。

爪
の

基

部
兩

側
上
に

二

個
の

突

起
が

あ
つ

て

其

末
端
が

各
二

分
し

て

爪

と
殆

ど
同

長
の

所
謂

粘
性
の

毛

に

な

つ

て

居
ま

す
。

　
本

種
は

既
知
の

伺

屬
の

種
で

は

ド．
無
究

§
遷
簿
詳
爭

ぎ
ミ
嬉

（
顕・

津

匡

乏

寰
o）

に

最

も
近

似
し
て

居

ま
す
が
、

左
の

點
が

著

し
く

異
な

つ

て

居

ま

す
。

　
　
L

　
顎
體
部
は

長
さ

三

幅
一

の

比
で

あ

る
。

（
諭
　

　
親
）

　

○
人

尿

と

共
に

排
団
ぜ

ら

れ

六

ダ

ニ

に

麓
て

　
（

岸
田
）

噛

　
　
o…
　

基

節
を

加
へ

て

測
つ

て

も

除
い

て

測
つ

て

も

第
四

歩

脚

　
　
　
　
は

第
咽

歩
脚
よ

り
も

明
か

に

短
い

。

　
　
a
　
胴
溝
は

明
か

に

存

在
す
る。

　
　
4
　

眼
が

二

獨
だ

し
か

に

存
在
す
る

。

　
　
臥

背
甲

が

明
か

に

存

在
す
る。

　
附

冒

　
些
、

5
ぽ

米

囲
産
の

テ

ト

ラ
ニ

キ

ナ
、

　
ハ

ー
テ

イ

に

も
存
在
す

る

の

か

も
知

れ

ね
。

　
或
ほ

鏡
檢
の

術
式

が

不

良

の

れ

め
か

標

品
の

保
存

法
が

悪

い

六

め

に

見

落
し

九

も
り

と

も
老’
へ

ね

で

も

あ

り

ま

ぜ

ね
。

　
本

種
の

人
體

内
部
寄
生
動
物
で

あ

る

か

否
か

に

就
て

　

此
ダ

ニ

の

綵
集
者
は

近

き
將
來
に

於
て

約

牛
年
外

國
に

出

張
せ

ね
ば

な

ら

の

の

で
、

奪
敬
す
べ

き

醫
蹄
に

健
康
診

斷
を

し
て

も
ら

ひ
尿
の

中

の

蛋

臼
が

幾
分

多
量
に

在
る

と

云

は

れ

た

の

が

氣
に

な

り、

其

處

は

専
門
の

應
用
で

早

速

分
析
を

は

じ
め

よ

う

と
試
驗

管
を
き

れ
い

に

し

て

尿
を

排
出
し

見
陀

所、

其

の

中
に

眞
紅
の

グ

ニ

が

蠢
動

し

て

居
る

の

で

不

審
に

思
ひ
一

應
生

き
た

儘
を

鏡
檢
の

上

殺
し

て

酒

精
漬
と

し
小
生
に

寄

賂
さ

れ

陀

教

第
な

の

で

す
。

此
ダ

ニ

は

記

載

邁
り

の

も
の

で

限
が

退
化

し
て
、

寄
生

性
と

認
め

る

事

を
幾
分
強

め

さ

う

げ
に

見
皇

る

外
は

他
の

同

科
の

者

と
生
活
法
が

ひ

ど
（

か

わ

つ

て

居
よ

う
と
は

思
は

れ

ま
せ

ぬ
。

さ

れ

ば

と
云
つ

て

き

れ
い

に

し
彪

試
驗

管
内
へ

僅
か

の

時

間
に

故

意
に

入
つ

セ

ら

う
と
も

思

得
組

故

尿
と

共

に

排
出
せ

ら
れ

た

も
の

と
正

面
か

ら

考
へ

る

事
に

し
て

置
い

セ
の

で

す
。

そ
れ

以
上

は

何

と
も

言

得
ま
せ

ぬ
。

、

趺

　
此

記

載
ロ

＋
】
月
の

例

會
で
講

演
し

れ

も
の

葎

主

と

し

其
後
三

口

米
國
か

ら
新

著
り

イ

ウ

イ

ソ

グ

の

報

告
に

よ

つ

て

第
三
、

第
四

種
か

補
う

て

完

了
し

六

も
の

で

才
。

一
五
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